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学会構潰要旨

ハマオモト属槌物根韮の水溶性多糖

友田正司，清水訓子，嶋田和代，須賀美恵

〔日本薬学会第104年会 (1984年3月，仙台）で発表〕

〔目的〕 これまでに3属4種のヒガンバナ科植物の鱗茎から得たアセチル基含有率が高い特色

あるグルコマンナンの構造について報告したが，問科の他属植物起源の水溶性多糖研究の一環と

して，ハマオモト属植物根茎の成分について実験を行った。

〔方法〕 細切した新鮮な試料を室温で、水抽出し，エタノール添加による沈肢を， DEAEーセルロ

ース，次いで、 SephadexG-50を用いたカラムクロマトグラフィーにより精製し，電気泳動およ

ひ、ゲルクロマトグラフィーにより，単一性と分子量を測定した。構成糖分析は，酸加水分解物の

TLCおよび誘導体の GLCによる定性と， フェノールー硫酸法による定量を行い，構造研究は，

NMR，完全メチル化成績体加水分解後に誘導したアルディトールアセテートのGC-MS，過ヨウ

素酸酸化後Smith分解などによった。

〔結果〕 インドハマユウの根茎から 2種の多糖（A,B）が得られ，いずれもグノレカンでBには

アセチル基は存在せず， SephacrylS-200カラムを用いて測定した推定分子量は，主成分Aは約

2000, Bは約 18000であった。 Aは［αJn+160.6°(H20）， α一1→4結合で構成され， αー1→6結合
による分枝を有する。 Bは［αJo十181.9°CH20),Aと同様の結合様式を有するが，分校度はより
高い。

〔結論〕 本植物根茎の水溶性多糖は，従来研究対象とした同科他属植物の多糖とは全く異なる

構造上の特徴を有する。

入場舎の血糖降下活性ペプチドゲリカン“panaxanA”の主要構造

友田正司，嶋田和代，今野長八＊，杉山和彦＊，ヒキノヒロシ＊

〔日本薬学会第104年会（1984年3月，仙台）で発表〕

〔目的〕 人参から抽出，精製した血糖降下活性を示す 5成分のうち，量的主成分である pan司

axan Aについて，その構成と主要構造を明らかにする目的で、実験を行った。

〔方法〕 試料のガラス繊維紙電気泳動と， SephacrylS-200を用いたゲルクロマトグラフィー

により，単一性と分子量を測定した。酸加水分解物の TLCと，誘導体の GLCにより構成糖を調

ベ，クロモトロプ酸叩硫酸法により定量した。一方， Lowry法によるタンパク質定量と，酸加水

分解物のアミノ酸分析を行った。主体を占める多糖部の構造研究には， 1H-NMR,13C-NMR，完

全メチル化成績体を加水分解後アノレディトールアセテートの GC-MS，過ヨウ素酸酸化後Smith

分解成績体の分析などの手段を用いた。

〔結果〕 Panaxan Aは電気泳動とゲルクロマトグラフィーで単一であり，［αJt5 + 186. 7° CH20), 
分子量14000の値を得た。多糖部はα－D-glucose単位のみで構成され定量値92.1%，タンパク質
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定量値は 1.65%であった。多糖部のメチル化分析により， 2,3,4,6-tetra-O-methyl-,2,3,4-tri-

0-methyl-, 2,4-di-O-methyl－の各誘導体が1: 2 : 1のモル比で得られ，基質1モルあたりの

過ヨウ素酸消費は 1.37モル，ギ酸生成は0.74モル，残存構成糖収率は 25.6%であった。

〔結論〕 主要部は α－1→6結合のかglucopyranose単位から成り，構成糖4分子あたり各1分

子の比率で， α－1→3結合による分校と非還元末端が存在する。

本東北大学薬学部

タチアオイ根および近縁樋物粘質物の構造研究

友田正司，嶋田和代，清水訓子

〔第7回糖質シンポジウム（1984年8月，大阪）で講演】

われわれは 1976年頃からアオイ科植物粘質物の研究に着手し，糊料，薬用，食用などに利用

されている試料を中心に，それらの水抽出液の粘性を代表する物質を単離し，構造を解明してき

た。これまでに得られた同科植物由来の粘質物のうち， ビロウドアオイ Althαeaofficinalisの根，

トロロアオイ Abelmoschusmanihotの根， ノリアサ Abelmoschusglutinotextilisの根， および

オクラ Abelmoschus esculentus の未熟果からそれぞれ得られた， Althaea-mucilage 0, 

Abelmoschus-mucilage M, Abelmoschus-mucilage G，および Okra-mucilageFについては，

物性と主要構造を第3回糖質シンポジウムにおいても報告した。

今回は，以上にあげた植物粘質物と比べて基本的共通構造単位を有する一方，かなり顕著な構

造的特徴を有するタチアオイ根の主粘質物を中心に，未発表の近縁植物粘質物数種を加えて，そ

れらの単離と構造研究について述べる。

タチアオイ Althaearosea （英名： hollyhock）は，花が美しいので観賞用に各地で栽植される

多年草であるが，根に比較的多量の粘質物が含まれ，緩和・粘滑生薬としても用いられてきた。

この粘質物についても従来，多糖の構成糖に関する報告はあるが，その均質性も水抽出液の粘性

との関連も明らかでなかった。

9月採取の新鮮な根を室温で水抽出後，エタノール処理して得た粗粘質物を CTAB水溶液を用

いた沈殿法により精製し，電気泳動，超遠心，およびゲルクロマトグラフィーでそれぞれ単一で

あり，原試料の水抽出液の粘性を代表すると見なし得る物質，“Althaea-mucilageR”を得た。

主要部は o-galactose: o-glucose : L-rhamnose : o-galacturonic acid : o-glucuronic acid 

〈モル比， 2: 1 : 6 : 4 : 6）で構成され， 9.8%という高いアセチル含量を示す特徴があり，タンパ

ク質 8.8%(Lowry法〉を含む酸性多糖で，分子量 41700（浸透圧法〉の値を得た。水溶液は比

較的高い右旋性（［α］；0+51.70）と極限粘度値（33.4at 30°C）を与える。
カルポジイミド試薬を用いた反応で、得たカルボキシル還元成績体と，原粘質物を平行的にメチ

ル化分析し， Chart1に示す 8種の最小構造単位を明らかにした。

原粘質物の酸による部分加水分解後の成績体を，イオン交換体およびゲル再クロマトグラフィ

ーで分離して， 4種のオリゴ糖（I～IV）を得た。 I～IIIは他の大部分のアオイ科植物粘質物にも
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